
〈
名
探
偵
〉
か
ら
の
逸
脱

―
―
小
栗
虫
太
郎
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
を
中
心
に

松

田

祥

平

一

小
栗
虫
太
郎
作
品
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
と
本
稿
の
射
程

従
来
の
小
栗
虫
太
郎
研
究
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
あ
る
一
つ
の
傾
向
が
確

認
で
き
る
。

そ
れ
は
、
研
究
が
あ
ま
り
に
代
表
作
『
黒
死
館
殺
人
事（

１
）件』
に
集
中
し
過

ぎ
て
い
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
殊
に
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
以
外
の
初
期

作
品
は
研
究
の
対
象
に
な
る
機
会
に
乏
し
く
、
昭
和
八
年
か
ら
九
年
あ
た
り

の
初
期
作
品
で
重
要
な
の
は
、「
完
全
犯
罪
」（『
新
青
年
』
一
九
三
三
年
七

月
）
と
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
の
み
で
、「
他
の
「
法
水
も
の
」
は
「
黒
死

館
」
の
「
脚
注
」
同
然
で
し
か
な
い
」
と
い
う
松
山
俊
太
郎
の
発（

２
）言な
ど

は
、
如
何
に
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
以
外
の
初
期
作
品
が
軽
視
さ
れ
て
き
た

か
を
物
語
っ
て
い（

３
）る。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に
「
小
栗
虫
太
郎
論
と
い
え
ば
、
多
く
は
『
黒

死
館
殺
人
事
件
』
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
ろ
そ
ろ

〈
黒
死
館
〉
か
ら
い
っ
た
ん
退
館
し
て
、
他
の
作
品
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き

時
で
は
な
い
か
」
と
い
う
横
井
司
の
指（

４
）摘や
、「
小
栗
と
い
え
ば
『
黒
死
館
』

と
い
う
風
潮
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
ま
っ
た
く
の
誤
り
だ
」
と
い
う
杉
江

松
恋
の
指（

５
）摘が
あ
り
、
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
し
か
し
、
今

な
お
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
以
外
の
作
品
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
で
の
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
論
に

お
い
て
は
必
然
的
に
―
―
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
は
、
探
偵
法
水
麟
太
郎
を

主
人
公
に
据
え
た
一
連
の
作
品
群
、
所
謂
法
水
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の
一
作
で

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
イ
ブ

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
連
作
と
い
う
展

望
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
管

見
の
限
り
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
と
他
の
法
水
シ
リ
ー
ズ
と
が
比
較
検
討

さ
れ
、
有
機
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

だ
。
だ
が
し
か
し
、
同
作
に
対
し
て
単
独
で
読
解
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
読
む
と
い
う
視
座
に
立
っ
た
と
き
、
初
め
て
見
え
て
く
る

も
の
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
脚
し
、
小
栗
虫
太
郎
の
キ
ャ
リ

ア
初
期
に
お
け
る
足
跡
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
以
前
の
法
水
シ
リ
ー
ズ
を
主
な
対
象
と
し
、
そ
の
中

で
も
特
に
『
新
青
年
』
一
九
三
三
年
一
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
聖
ア
レ
キ
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セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
法
水
の
〈
推
理
〉
と
い
う
観
点
か

ら
分
析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二
〈
探
偵
〉
相
対
化
と
い
う
問
題
系
と
小
栗
作
品

江
戸
川
乱
歩
は
、
探
偵
小
説
を
「
難
解
な
秘
密
が
多
か
れ
少
な
か
れ
論
理

的
に
徐
々
に
解
か
れ
て
行
く
経
路
の
面
白
さ
を
主
眼
と
す
る
文
学
で
あ
る
」

と
定
義
し
て
い（

６
）るが
、
で
あ
る
な
ら
ば
、〈
探
偵
〉
と
は
「
難
解
な
秘
密
」

を
「
論
理
的
に
徐
々
に
解
」
い
て
い
く
存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」

（
一
八
四
一
年
）
は
探
偵
小
説
の
嚆
矢
と
い
う
べ
き
作
品
で
あ
る
が
、
同
作

に
登
場
す
る
Ｃ
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
デ
ュ
パ
ン
は
「
想
像
力
と
理
性
と
い
う

二
重
の
才
能
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
神
の
ご
と（

７
）き」
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
神
格
化
―
―
作
中
、
作
外
を
問
わ
な
い
―
―
は
〈
探
偵
〉

に
お
い
て
は
避
け
が
た
い
。
た
と
え
謎
の
解
明
や
真
実
へ
の
到
達
と
い
う

〈
探
偵
〉
の
機
能
に
対
し
て
、
デ
ュ
パ
ン
ほ
ど
に
忠
実
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
、〈
探
偵
〉
と
い
う
存
在
は
、
基
本
的
に
は
神
格
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

だ
ろ
う
。
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
が
創
造
し
た
探
偵
、「
デ
ュ
パ
ン
が
自
然
に
発

展
し
た
探（

８
）偵」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
は
、
正
に
そ

の
典
型
例
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ
は
「
黄
色
い
顔
」（
一
八
九
三
年
）
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
時
に
は
誤
謬
を
犯
す
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
無
謬
の
存
在
で

は
な
い
と
し
て
も
、
彼
は
明
ら
か
に
真
実
の
解
明
者
―
―
〈
名
探
偵
〉
と
し

て
神
格
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
探
偵
小
説
の
隆
盛
は
乱
歩
の
登
場
を
契
機
と
す
る
と
い
う
の
も
、
今

や
常
識
の
範
疇
に
属
す
る
見
解
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
二

銭
銅
貨
」（『
新
青
年
』
一
九
二
三
年
四
月
）
が
、
そ
の
よ
う
な
〈
探
偵
〉
の

機
能
自
体
を
相
対
化
す
る
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
大
い
に
注
目
に

値
す
る
。
結
末
部
に
お
い
て
、
同
作
の
興
味
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
大
金
の

隠
し
場
所
が
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
暗
号
文
は
、
実
は
私
の
悪
戯
に
よ
り
作

ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
事
実
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
探

偵
役
に
当
た
る
松
村
武
の
一
見
合
理
的
な
推
理
は
、「
ゴ
ジ
ヤ
ウ
ダ
ン
」
の

一
言
で
見
事
に
無
効
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
二
銭
銅
貨
」

と
同
時
期
に
書
き
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
「
一
枚
の
切
符
」（『
新
青
年
』
一

九
二
三
年
七
月
）
で（

９
）は、
探
偵
左
右
田
は
、
夫
人
殺
害
の
容
疑
を
か
け
ら
れ

た
博
士
の
無
実
を
、
事
件
現
場
か
ら
拾
っ
た
と
い
う
「
一
枚
の
切
符
」
を
も

と
に
証
明
す
る
の
だ
が
、
結
末
に
お
い
て
、
自
身
が
「
誠
し
や
か
に
並
べ
立

て
た
証
拠
」
は
「
悉
く
、
さ
う
で
な
い
他
の
場
合
を
も
想
像
す
る
こ
と
が
出

来
る
様
な
、
曖
昧
な
も
の
」
で
し
か
な
い
こ
と
を
明
か
し
、
さ
ら
に
は
肝
心

の
切
符
も
、
出
処
を
偽
っ
て
い
た
と
し
た
ら
ど
う
だ
と
述
べ
て
「
意
味
あ
り

げ
に
ニ
ヤ
リ
と
」
笑
い
、
推
理
を
捏
造
し
た
可
能
性
す
ら
匂
わ
せ
て
い
る
。

『
新
青
年
』
夏
期
増
刊
号
（
一
九
二
八
年
八
月
五
日
）
か
ら
一
〇
月
号
ま
で

連
載
さ
れ
た
「
陰
獣
」
は
、
乱
歩
に
お
け
る
同
種
の
趣
向
を
持
っ
た
作
の
代

表
だ
と
い
え
る
が
、
か
よ
う
に
乱
歩
は
「
厳
密
な
推
理
が
つ
ね
に
真
相
に
到

達
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
作
品
を
数
多
く
手
掛
け
て
き（

１０
）た。

新
保
博
久
は
、小
栗
の
「
震
災
の
年
か
、も
し
く
は
、そ
の
前
年
」
に
「
日

本
人
の
書
い
た
探
偵
小
説
」
を
読
み
、「
こ
ん
な
も
の
な
ら
、
吾
輩
で
も
書

け
る
」
と
思
っ
た
と
い
う
発（

１１
）言は
、「
明
ら
か
に
乱
歩
の
「
二
銭
銅
貨
」
に

対
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
彼
へ
の
対
抗
心
を
指
摘
し
て
い（

１２
）るが
、
小
栗
が
描

く
〈
探
偵
〉
も
ま
た
、
そ
の
本
来
の
機
能
に
そ
ぐ
わ
な
い
性
質
が
付
与
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
対
抗
心
も
、
乱
歩
が
〈
探
偵
〉
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相
対
化
の
先
達
者
で
あ
っ
た
が
故
に
生
じ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

初
期
の
小
栗
作
品
に
お
い
て
、〈
探
偵
〉
と
い
う
存
在
は
繰
り
返
し
、
執

拗
と
言
え
る
ほ
ど
ま
で
に
相
対
化
さ
れ
続
け
て
き
た
。
例
え
ば
、
小
栗
虫
太

郎
名
義
で
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
完
全
犯
罪
」
で
は
、
探
偵
ザ
ロ
フ
は
つ
い
に
事

件
を
解
明
し
得
ず
、
真
相
は
犯
人
で
あ
る
ロ
ー
レ
ル
夫
人
の
「
完
全
犯
罪
報

告（
１３
）書」
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
し
、「
或
る
検
事
の
遺
書
」（『
探
偵
趣

味
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
）
は
、「
完
全
犯
罪
」
発
表
以
前
に
、
織
田
清
七

名
義
で
発
表
さ
れ
た
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
探
偵
は
、
一
度
殺
人
事
件
の

犯
人
を
指
名
し
た
後
に
、そ
の
犯
行
時
に
は
、実
は
探
偵
自
身
の
過
失
に
よ
っ

て
、
被
害
者
は
既
に
死
亡
し
て
い
た
と
い
う
真
相
に
た
ど
り
着
き
、
自
殺
し

て
し
ま
う
。

ま
た
、「
或
る
検
事
の
遺
書
」
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
と
い
う
『
紅
殻
駱

駝
の
秘
密
』（
春
秋
社
・
一
九
三
六
年
二
月
）、『
魔
童
子
』（
黒
白
書
房
・
一

九
三
六
年
四
月
）
を
見
て
み
る（

１４
）と、『
魔
童
子
』
で
は
、
探
偵
に
あ
た
る
伊

能
博
士
が
、
自
ら
の
「
絵
空
事
を
信
じ
て
」
狂
気
に
陥
っ
た
老
人
に
対
し
て

シ
ヨ
ツ
ク

「
深
い
責
任
感
に
打
た
れ
」、「
幸
福
な
瞬
間
」
の
内
に
老
人
を
「
衝
撃
死
」

さ
せ
た
こ
と
を
告
白
す
る（

１５
）し、『
紅
殻
駱
駝
の
秘
密
』
に
は
、「
シ
ヤ
ー
ロ
ツ

パ

ロ

デ

イ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」
が
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
「
モ
ヂ
リ
劇
」
が
挟
ま
れ
て
い（

１６
）る。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
〈
探
偵
〉
の
相
対
化
か
ら
一
転
し
て
、「
完
全

犯
罪
」
か
ら
三
か
月
後
に
『
新
青
年
』
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
「
後
光
殺
人

オ
ー
ソ
ド
ツ
ク
ス

事
件
」
で
描
か
れ
た
の
は
、
正
統
派
な
探
偵
の
成
功
譚
で
あ
っ
た
。
同
作
は
、

当
時
「
前
捜
査
局
長
で
目
下
一
流
の
刑
事
弁
護
士
で（

１７
）あ」
っ
た
法
水
麟
太
郎

が
、
普
賢
山
劫
楽
寺
の
住
職
、
鴻
巣
胎
龍
殺
し
の
事
件
を
解
決
す
る
物
語
で

ア

リ

バ

イ

あ
る
。胎
龍
殺
害
の
犯
人
で
あ
る
厨
川
朔
郎
は
、不
在
証
明
を
時
計
の
ト
リ
ッ

ク
に
よ
り
偽
造
す
る
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
「
弛
み
切
れ
」
た
蓄
音
器
の

ゼ
ン
マ
イ

「
弾
条
を
捲
い
て
置
く
の
を
忘
れ
」
て
し
ま
う
。
法
水
は
こ
の
手
抜
か
り
を

糸
口
に
厨
川
の
不
在
証
明
が
「
故
意
に
自
分
の
口
か
ら
出
さ
ず
他
人
に
云
は

せ
て
」、「
極
め
て
自
然
な
様
に
見
せ
か
け
」
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、

事
件
を
解
決
す
る
。

続
く
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
は
聖
堂
で
の
殺
人
事
件
、
堂
守

ラ
ゼ
レ
フ
の
養
女
ジ
ナ
イ
ー
ダ
に
よ
る
養
父
殺
害
の
顛
末
を
語
っ
た
も
の
で

あ
る
。
詳
し
い
分
析
は
後
に
譲
る
が
、
本
章
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
法
水

が
、「
自
分
の
ゐ
た
修
道
院
」
は
「
ト
ラ
ピ
ス
ト
派
」
だ
と
い
う
ジ
ナ
イ
ー

カ
ル
メ
リ
テ
ル
・
ク
ロ
ス
タ
ー

ダ
の
発
言
は
偽
り
で
あ
り
、「
真
実
は
カ
ル
メ
ル
教
会
派
」
で
あ
る
と
看
破

す
る
場
面
で
あ
る
。
法
水
は
、
ジ
ナ
イ
ー
ダ
に
対
し
、「
自
分
の
心
霊
を
一

つ
の
花
園
と
考
へ
、
そ
こ
に
主
が
歩
み
給
ふ
と
想
像
す
る
こ
そ
楽
し
か
ら
ず

や
」
と
い
う
、
彼
女
を
犯
人
に
擬
す
「
一
つ
の
脅
迫
的
な
比
喩
」
を
使
い
、

彼
女
を
戦
か
せ
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
法
水
は
、
こ
の
戦
き
を
「
自
分
が
犯

人
に
擬
せ
ら
れ
た
の
を
悟
つ
た
か
ら
で
は
な
」
く
、
そ
の
文
章
が
「
カ
ル
メ

ル
派
の
創
始
者
聖
テ
レ
ザ
の
言
葉
だ
つ
た
か
ら
」
だ
と
分
析
す
る
。
そ
し
て

「
唯
一
人
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
云
ふ
点
だ
け
で
も
、
あ
の
女
が
一
番
犯
人

に
近
い
と
云
へ
る
ね
」
と
早
く
に
犯
人
の
目
星
を
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
水
シ
リ
ー
ズ
は
「
後
光
殺
人
事
件
」
よ
り
始
ま
る
の
だ

が
、初
期
の
法
水
は
該
博
な
知
識
と
的
確
な
心
理
分
析
で
事
件
を
解
決
す
る
、

謂
わ
ば
典
型
的
な
〈
名
探
偵
〉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
法
水
が
〈
名
探
偵
〉

で
あ
っ
た
の
は
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
ま
で
で
、
次
作
「
夢
殿
殺

人
事
件
」（『
改
造
』
一
九
三
四
年
一
月
）
以
降
、
彼
は
〈
間
違
え
る
探
偵
〉

―
―
最
後
に
は
正
解
す
る
も
の
の
、
物
語
の
途
中
で
犯
人
を
指
摘
し
、
外
し

て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
―
―
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
し
ま
う
。

シ
リ
ー
ズ
三
作
目
に
当
た
る
「
夢
殿
殺
人
事
件
」
は
、
神
秘
教
団
内
に
あ
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る
密
室
の
夢
殿
で
、
奇
蹟
行
者
推
摩
居
士
と
、
尼
僧
浄
善
の
二
名
が
、
そ
れ

ぞ
れ
階
下
階
上
に
お
い
て
他
殺
体
で
発
見
さ
れ
る
と
い
う
密
室
殺
人
を
扱
っ

て
い
る
。
殺
人
に
際
し
、
法
水
は
「
推
摩
居
士
の
行
衣
に
あ
る
瓢
箪
形
の
血

痕
を
、
各
人
各
様
に
見
た
印（

１８
）象」
を
素
因
に
心
理
試
験
を
行
い
、
た
だ
一
人
、

知
ら
な
い
と
答
え
た
普
光
尼
に
対
し
、
そ
れ
は
自
分
の
使
っ
た
ト
リ
ッ
ク
を

連
想
し
た
た
め
だ
と
述
べ
る
も
、
こ
の
推
理
は
外
れ
て
い
た
。

四
作
目
の
「
失
楽
園
殺
人
事
件
」（『
週
刊
朝
日
』
一
九
三
四
年
三
月
）
は

離
島
に
建
設
さ
れ
た
癩
療
養
所
で
の
事
件
を
取
扱
っ
た
作
で
、
こ
こ
で
は
特

に
誤
謬
は
見
ら
れ
な
い
が
、
五
作
目
の
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
、
遂
に
法

水
は
迷
走
の
極
点
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
は
、「
豪
壮
を
極
め
た
ケ
ル
ト
・
ル
ネ
サ
ン
ス
式

シ
ヤ
ト
ウ

の
城
館（

１９
）」で
の
連
続
殺
人
事
件
の
解
決
ま
で
の
顛
末
が
語
ら
れ
る
、
シ
リ
ー

ア

リ

バ

イ

ズ
初
の
長
編
小
説
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
法
水
は
「
不
在
証
明
、
採
証
、
検
出

ウ
イ
ン
ナ

―
―
も
う
そ
ん
な
も
の
は
、
維
納
第
四
学
派
以
後
の
捜
査
法
で
は
意
味
は
な

プ
シ
ヒ
ヨ
ア
ナ
リ
ー
ゼ

い
。
心
理
分
析
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
心
理
分
析
の
重
要
性
を
高
ら
か
に
宣

言
す
る
の
だ（

２０
）が、
そ
の
心
理
分
析
に
よ
る
推
理
は
、
実
は
間
違
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
法
水
は
無
実
の
ク
リ
ヴ
ォ
フ
夫
人
を
二
度
も
犯
人
と
し
て
指
名
し

ス
ペ
ク
タ
ク
ル

「
捜
査
史
上
空
前
」
の
「
大
壮
観
」
た
る
「
歴
史
的
退
軍
」
を
喫
す
る
羽
目

に
な
る
の
で
あ（

２１
）る。

以
上
、
駆
け
足
に
な
っ
た
が
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
ま
で
の
小
栗
作
品
を

確
認
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
多
く
の
作
品
に
通
底
す
る
の
は
〈
探
偵
の
敗
北
〉

モ
テ
イ
ー
フ

と
い
う
主
題
で
あ
り
、
そ
の
文
脈
か
ら
見
れ
ば
、
法
水
シ
リ
ー
ズ
の
一
、
二

オ
ー
ソ
ド
ツ
ク
ス

作
目
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
正
統
派
な
〈
名
探
偵
〉
像
も
、
後
に
訪
れ
る

〈
敗
北
〉
を
際
立
た
せ
る
作
用
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
連
作
と
い
う

形
態
に
お
け
る
〈
探
偵
〉
相
対
化
は
必
然
的
に
そ
の
規
模
を
大
き
く
し
、
か

く
し
て
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
ま
で
の
〈
名
探
偵
〉
の
偶
像
が
作
り
上
げ
ら

れ
、
破
壊
さ
れ
る
と
解
釈
で
き
る
一
連
の
物
語
が
生
ま
れ
た
の
で
あ（

２２
）る。

三
〈
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
〉
と
〈
黒
死
館
〉
と
の
関
係
性

『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
ま
で
の
法
水
シ
リ
ー
ズ
を
、〈
名
探
偵
〉
と
い
う

偶
像
の
創
造
か
ら
破
壊
ま
で
の
物
語
で
あ
る
と
把
握
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
流

れ
の
境
目
に
当
た
る
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
と
い
う
作
品
は
注
目

に
値
す
る
。特
に
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
と
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』

と
の
間
に
は
強
い
関
係
性
が
存
在
す
る
た
め
、
本
章
と
次
章
の
二
章
に
か
け

て
両
者
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
の
梗
概
を

ま
と
め
て
お
こ
う
。
前
日
か
ら
の
霙
も
止
ん
だ
明
け
方
五
時
に
、
突
如
聖
ア

レ
キ
セ
イ
寺
院
か
ら
、
時
刻
外
れ
の
鐘
の
音
が
響
き
渡
る
。
そ
の
音
を
聞
い

た
支
倉
検
事
は
、
定
時
以
外
の
鐘
に
異
変
を
感
じ
て
、
法
水
と
共
に
寺
院
へ

と
赴
く
。
正
門
近
く
で
法
水
は
、
偽
の
電
報
に
釣
り
出
さ
れ
た
と
い
う
侏
儒

の
軽
業
芸
人
ル
キ
ー
ン
と
出
く
わ
す
。
一
行
は
寺
院
内
に
て
喉
を
裂
か
れ
た

ラ
ザ
レ
フ
の
死
体
を
発
見
し
、
凶
器
が
付
近
に
な
い
こ
と
か
ら
他
殺
と
判
断

す
る
。
警
察
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
事
件
の
調
査
が
開
始
さ
れ
る
。
死
後
の
経

過
時
間
は
二
時
間
半
程
度
で
、
即
死
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
場
に
格
闘
の
痕
跡
は
な
く
、
被
害
者
が
動
い
た
様
子
も
な
か
っ
た
。

凶
器
は
紙
鳶
と
と
も
に
現
場
か
ら
離
れ
た
場
所
で
発
見
さ
れ
、
法
水
ら
三
人

以
外
の
足
跡
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
。
法
水
は
寺
院
に
ラ
ザ
レ
フ
と
共
に

住
ん
で
い
た
イ
リ
ヤ
、
ジ
ナ
イ
ー
ダ
姉
妹
へ
の
訊
問
を
開
始
す
る
。
そ
こ
で
、

寺
院
の
鐘
が
奇
妙
な
鳴
り
方
を
し
た
と
い
う
事
実
が
明
か
さ
れ
る
。尋
問
後
、
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法
水
は
ジ
ナ
イ
ー
ダ
の
証
言
の
虚
偽
を
暴
き
、
姉
妹
の
い
る
部
屋
に
対
し
て

外
側
か
ら
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
鍵
の
ト
リ
ッ
ク
を
解
明
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
鐘
の
鳴
り
方
が
い
ま
だ
謎
で
あ
る
以
上
、
事
件
は
未
だ
解
決
し
な
い
と

法
水
は
結
論
を
保
留
す
る
。
そ
の
よ
う
な
法
水
に
対
し
て
、
捜
査
局
長
熊
城
、

支
倉
が
自
身
の
推
理
を
述
べ
る
も
、
法
水
は
そ
れ
ら
を
否
定
す
る
。
そ
の
後
、

法
水
は
人
を
遠
ざ
け
て
一
人
鐘
楼
に
て
鐘
の
音
の
謎
に
取
り
組
む
も
、
実
験

は
成
功
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
法
水
が
寺
院
を
去
っ
た
夜
中
に
、
奇
妙
な
鐘
の

音
は
再
現
さ
れ
、つ
い
に
事
件
は
解
明
さ
れ
る
。犯
人
は
ジ
ナ
イ
ー
ダ
で
あ
っ

た
が
、
彼
女
は
刑
務
所
よ
り
も
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た

法
水
は
、
姉
妹
以
外
に
は
真
相
を
秘
匿
し
、
ジ
ナ
イ
ー
ダ
を
病
院
へ
と
送
る
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
二
章
に
わ
け
て
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院

の
惨
劇
」
と
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
を
比
較
検
討
し
て
い
く
の
だ
が
、
本
章

で
は
両
者
の
関
係
を
確
認
す
る
足
掛
か
り
と
し
て
、
ま
ず
は
、〈
黒
死
館
〉

が
〈
建
築
〉
さ
れ
る
に
当
た
り
、
繰
り
返
し
〈
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
〉
が
参

照
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
し
た
い
。

横
井
司
は
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
冒
頭
の
、

セ
ン
ト聖ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
殺
人
事
件
に
法
水
が
解
決
を
公
表
し
な
か
つ

た
の
で
、
そ
ろ
〳
〵
迷
宮
入
り
の
噂
が
立
ち
始
め
た
十
日
目
の
こ
と
、

そ
の
日
か
ら
捜
査
関
係
の
主
脳
部
は
、
ラ
ザ
レ
フ
殺
害
者
の
追
求
を
放

棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。

と
い
う
記
述
と
、「
第
一
章
で
テ
レ
ー
ズ
人
形
の
あ
る
部
屋
の
密
室
ト
リ
ッ

ク
を
解
く
さ（

２３
）い」
の
、「
彼
が
一
旬
日
ほ
ど
以
前
、
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の

ジ
ナ
イ
ー
ダ
の
室
に
お
い
て
贏
ち
得
た
と
こ
ろ
の
成（

２４
）功」
と
い
う
記
述
を
引

き
合
い
に
出
し
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
と
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』

の
関
係
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
だ
が
、
二
作
の
関
係
を
示
す
記
述
は
、

こ
れ
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
。「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
で
は
ラ
ザ

ダ

ツ

ガ

ー

レ
フ
は
喉
を
「
洋
式
短
剣
」
で
突
か
れ
て
絶
命
し
て
い
た
の
だ
が
、『
黒
死

館
殺
人
事
件
』
で
同
じ
く
喉
を
貫
か
れ
た
川
那
部
易
介
の
死
体
を
発
見
し
た

際
に
、
法
水
は
「
正
に
ラ
ザ
レ
フ
（
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
死
者
）
の
再
現

ぢ
や
な
い
か
」
と
「
呻
く
や
う
な
声
を
出
し
」
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
以
上
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
両
作
共
に
、
最
大

の
謎
と
し
て
語
ら
れ
る
の
が
、
不
可
思
議
な
鐘
の
音
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
で
は
、「
綱
を
引
く
と
最
初
に
小
鐘
が
鳴

り
、
続
い
て
大
鐘
」
が
鳴
る
は
ず
の
寺
院
の
鐘
が
、
事
件
時
に
は
「
最
初
に

ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
と
大
鐘
が
鳴
り
出
し
て
、
そ
れ
か
ら
小
鐘
が
始
ま
」
る
と
い

う
、「
顛
倒
し
た
鳴
り
方
を
」
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
が
、
法
水
は
、
こ
の

「
鳴
鐘
の
機
械
装
置
」
上
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
「
鐘
声
の
地
位
を
主
役
に
」

し
て
、
ラ
ザ
レ
フ
殺
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

カ
リ
ル
ロ
ン

一
方
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
は
「
鐘
鳴
器
の
理
論
上
」、「
絶
対
に
不

可
能
」
な
は
ず
の
倍
音
が
発
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
聖

ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
で
の
現
象
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
鐘
声
に
も
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
妖
怪
的
な
現

象
が
現
は
れ
た
事
が
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
単
な
る
機
械
学
的

な
問
題
で
、
つ
ま
り
振
り
鐘
の
順
序
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
所

が
、
今
度
は
そ
れ
と
異
つ
て
、
第
一
に
三
十
余
り
の
音
階
を
決
定
し
て

ゐ
る
―
―
換
言
す
れ
ば
、
物
質
構
成
の
大
法
則
で
あ
る
と
こ
ろ
の
鐘
の

質
量
に
、
抑
々
根
本
の
疑
惑
が
こ
も
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
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「
過
ぎ
な
か
つ
た
」
と
い
う
表
現
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、『
黒
死
館
殺

人
事
件
』
の
「
幽
霊
的
な
倍
音
」
は
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
で
の

鐘
声
以
上
の
謎
で
あ
る
と
語
ら
れ
、
法
水
は
「
黒
死
館
事
件
最
大
の
神
秘
」

と
す
ら
称
さ
れ
る
こ
の
倍
音
の
機
構
解
明
に
呻
吟
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。以

上
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
は
探
偵
の

台
詞
や
語
り
の
文
と
い
う
異
な
る
位
相
か
ら
、
繰
り
返
し
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ

寺
院
の
惨
劇
」
を
参
照
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、「
聖
ア

レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
か
ら
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
ま
で
の
間
に
は
、「
夢

殿
殺
人
事
件
」
と
「
失
楽
園
殺
人
事
件
」
の
二
作
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
『
改
造
』、『
週
刊
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て

『
新
青
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
と
し
て
は
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨

劇
」
が
直
近
の
作
品
に
当
た
る
た
め
、
こ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
で
読
者
の
記

憶
を
喚
起
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、

法
水
の
〈
推
理
〉
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
ら
を
見
比
べ
た
時
に
発
覚
す
る
の

で
あ
る
。四

〈
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
〉
と
〈
黒
死
館
〉
と
の
対
照
性

シ
リ
ー
ズ
連
作
に
お
い
て
、最
新
作
は
前
作
を
越
え
る
も
の
だ
と
宣
伝
し
、

読
者
の
興
味
を
煽
ろ
う
と
す
る
の
は
極
め
て
実
用
的
な
手
法
だ
と
思
わ
れ
る

が
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
に
と
っ
て
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
は

そ
の
よ
う
に
単
純
な
、
乗
り
越
え
る
べ
き
過
去
の
作
品
と
い
う
だ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
法
水
の
〈
推
理
〉
と
い
う

点
で
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
と
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
は
、
非
常

に
対
照
的
な
構
造
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
対
照
性
が
最
も
分
り
易
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
本
稿
の
二
章
で

も
確
認
し
た
と
こ
ろ
の
、
心
理
分
析
に
よ
る
推
理
の
〈
正
解
／
不
正
解
〉
で

あ
ろ
う
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
で
、

法
水
は
自
身
が
放
っ
た
「
脅
迫
的
な
比
喩
」
に
対
す
る
ジ
ナ
イ
ー
ダ
の
反
応

か
ら
彼
女
の
心
理
を
分
析
、「
ト
ラ
ピ
ス
ト
派
だ
」
と
い
う
発
言
を
偽
り
で

あ
る
と
看
破
し
、「
と
に
か
く
、
唯
一
人
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
云
ふ
点
だ

け
で
も
、
あ
の
女
が
一
番
犯
人
に
近
い
と
云
へ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
は
、
法
水
は
詩
句
に
よ
る
心
理
分
析
か

ら
、
ダ
ン
ネ
ベ
ル
グ
殺
害
事
件
当
夜
に
お
け
る
ク
リ
ヴ
ォ
フ
の
行
動
を
推
理

し
、
さ
ら
に
、
彼
女
の
証
言
を
詩
集
中
の
表
現
か
ら
連
想
さ
れ
た
「
一
場
の

架
空
談
」
だ
と
述
べ
、
彼
女
が
犯
人
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
法
水
は
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
で
は
、
心
理
分

析
に
よ
っ
て
早
期
に
犯
人
に
目
星
を
つ
け
、
濃
厚
な
嫌
疑
を
か
け
つ
つ
も
、

鐘
が
い
か
に
し
て
鳴
っ
た
か
と
い
う
現
象
に
物
理
的
な
説
明
が
つ
け
ら
れ
な

い
た
め
に
結
論
を
保
留
し
て
い
た
の
に
対
し
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
は

「
倍
音
演
奏
が
、
何
故
に
起
さ
れ
た
も
の
」
な
の
か
未
だ
解
明
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
犯
人
の
指
摘
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。
前
者

に
お
い
て
は
心
理
分
析
と
現
象
に
対
す
る
物
理
的
解
明
は
、
補
完
的
な
関
係

に
あ
っ
た
が
、
後
者
で
は
法
水
の
宣
言
通
り
、
心
理
分
析
は
ほ
と
ん
ど
単
独

で
犯
人
を
決
定
し
得
る
も
の
と
し
て
前
景
化
さ
れ
、
し
か
し
そ
の
結
果
、
法

水
は
「
歴
史
的
退
軍
」
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
探
偵
小
説
に
お
い
て
は
、〈
探
偵
〉
と
〈
ワ
ト
ス
ン（

２５
）役〉
の
見
解
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が
相
違
す
る
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
趣
向
で
あ
り
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院

の
惨
劇
」
と
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
趣
向
は
確

認
で
き
る
の
だ
が
、
そ
の
扱
い
方
に
関
し
て
も
対
照
性
は
存
在
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
に
お
い
て
、
見
解
の
相
違
が
表

出
す
る
、
法
水
、
支
倉
、
熊
城
ら
に
よ
る
推
理
合
戦
と
で
も
い
う
べ
き
場
面

を
確
認
し
た
い
。

イ
リ
ヤ
、
ジ
ナ
イ
ー
ダ
へ
の
訊
問
後
、
法
水
は
ジ
ナ
イ
ー
ダ
へ
の
嫌
疑
を

濃
く
し
、
鍵
の
ト
リ
ッ
ク
を
解
明
し
て
み
せ
る
が
、「
鐘
声
が
あ
る
の
で
、

こ
の
思
ひ
付
き
だ
け
で
事
件
を
終
ら
せ
て
し
ま
ふ
訳
に
は
往
か
な
い
」
と
い

う
。
法
水
の
逡
巡
に
対
し
て
、
熊
城
は
「
犯
人
の
目
星
が
付
き
さ
う
」
だ
と

述
べ
、
自
身
の
推
理
で
あ
る
ル
キ
ー
ン
犯
人
説
を
披
露
す
る
。
熊
城
に
よ
れ

ば
、「
構
内
に
足
跡
が
な
い
」
以
上
、「
犯
人
は
霙
の
降
り
止
ん
だ
二
時
頃
に

は
既
に
堂
内
に
ゐ
て
、
兇
行
を
終
へ
て
か
ら
、
地
上
に
踵
を
触
れ
ず
遁
れ
去

つ
た
と
観
察
す
る
よ
り
外
に
な
」
く
、
犯
人
は
鐘
の
「
振
綱
に
攀
じ
登
つ
て

ア
ン
テ
ナ

か
ら
塔
の
窓
に
出
て
、そ
こ
で
兇
器
を
裏
門
の
方
へ
投
捨
て
ゝ
か
ら
、架
空
線

を
伝
は
つ
て
円
蓋
を
下
り
、
そ
し
て
回
転
窓
の
下
に
引
き
込
ま
れ
て
ゐ
る
、

動
力
線
に
吊
り
下
つ
て
、
ス
ル
〳
〵
猿
み
た
い
に
構
外
へ
出
」
た
の
だ
と
い

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
「
人
並
優
れ
た
腕
力
と
そ
れ
に
反

比
例
す
る
小
児
程
度
の
体
重
」
で
あ
り
、
そ
の
「
至
極
難
条
件
」
を
満
た
し

て
い
る
と
い
う
の
が
ル
キ
ー
ン
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
支
倉

は
、「
鐘
の
機
械
装
置
を
忘
れ
て
」
い
る
と
非
難
す
る
も
、
熊
城
は
鐘
の
音

の
不
思
議
は
「
潤
色
的
な
出
来
事
」
で
事
件
の
本
質
と
は
か
か
わ
り
な
い
と

排
除
し
て
し
ま
う
。

対
し
て
検
事
は
、
他
殺
で
は
「
格
闘
の
形
跡
が
な
い
し
、
苦
悶
に
引
ん
歪

ん
だ
顔
や
指
先
を
し
て
ゐ
て
も
、
の
た
打
ち
廻
つ
た
り
逃
れ
よ
う
と
し
て
床

を
掻
き
�
つ
た
跡
も
な
け
れ
ば
、
傷
口
を
押
え
た
形
跡
も
見
ら
れ
な
い
」
点

に
説
明
が
つ
か
な
い
と
し
、「
ラ
ザ
レ
フ
の
死
に
自
殺
説
を
主
張
す
る
」。
支

倉
に
よ
れ
ば
、
凶
器
は
「
後
か
ら
抜
き
取
ら
れ
た
」
も
の
で
あ
り
、
熊
城
は

「
そ
の
抜
き
取
つ
た
人
物
を
指
し
て
、犯
人
だ
と
云
つ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
。

そ
の
後
も
支
倉
と
熊
城
は
意
見
を
戦
わ
せ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
意
見
を

求
め
ら
れ
た
法
水
は
、
自
分
の
意
見
は
「
た
ゞ
鐘
声
の
地
位
を
主
役
に
進
め

る
だ
け
の
も
の
」
だ
と
述
べ
、
続
け
て
「
マ
ア
我
慢
し
て
貰
つ
て
君
達
の
推

論
を
訂
正
す
る
労
だ
け
も
、
買
つ
て
貰
ふ
事
に
し
よ
う
」
と
い
う
よ
う
に
二

人
の
推
理
に
対
す
る
反
論
を
開
始
す
る
。

手
始
め
に
法
水
は
、
支
倉
の
自
殺
説
を
、「
そ
れ
が
謬
論
だ
と
云
ふ
事
は
、

死
体
の
最
後
の
呼
吸
が
証
明
し
て
ゐ
る
」
と
い
っ
て
否
定
す
る
。
ラ
ザ
レ
フ

の
「
胸
隔
を
見
る
と
、
そ
れ
が
吐
息
の
直
後
に
な
つ
て
ゐ
る
」
の
だ
が
、「
マ

イ
ネ
ル
ト
等
の
説
」
に
よ
れ
ば
、「
末
端
動
脈
が
烈
し
く
緊
縮
し
て
胸
部
に

圧
迫
感
が
起
る
の
で
、
呼
息
を
肺
臓
一
杯
に
満
た
し
て
不
安
定
な
感
覚
を
除

い
て
か
ら
で
な
い
と
、意
志
を
実
行
に
移
す
こ
と
」
は
「
不
可
能
」
で
あ
り
、

従
っ
て
ラ
ザ
レ
フ
の
死
は
自
身
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
法
水
は
断

じ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
熊
城
説
で
は
、
被
害
者
の
動
い
た
形
跡
が
な
い
の
は
、
ラ
ザ
レ

フ
に
「
中
風
性
麻
痺
」
が
起
こ
っ
た
せ
い
だ
と
説
明
を
つ
け
て
い
た
の
だ

が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、「
麻
痺
の
起
つ
た
部
分
は
屍
冷
に
等
し
い
程
冷
た

く
な
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
」
に
、
そ
の
様
な
温
度
差
は
感
ぜ
ら
れ

な
か
っ
た
と
反
論
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
法
水
は
死
体
の
股
下
に
あ
っ
た

手
燭
を
問
題
に
し
て
、
残
蝋
の
状
態
か
ら
蝋
燭
は
火
を
つ
け
ら
れ
て
か
ら

「
そ
の
儘
燃
え
終
つ
た
」
は
ず
だ
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
ラ
ザ
レ
フ
の
「
着

衣
に
は
焼
痕
が
残
」
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
ラ
ザ
レ
フ
の
死
体
は
直
立
し
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ト
リ
ツ
ク

て
ゐ
て
炎
の
届
か
な
い
位
置
に
あ
」
っ
た
と
考
え
ら
れ
、「
当
然
そ
こ
に
詭
計

が
必
要
」
と
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。「
そ
れ
は
一
本
の
丈
夫
な
紐
」
を
使
っ

た
ト
リ
ッ
ク
で
、
法
水
は
、
そ
の
よ
う
な
や
り
方
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
熊

城
の
述
べ
る
条
件
と
は
反
対
の
、「
普
通
人
の
体
躯
を
備
え
て
い
て
、
非
力

な
た
め
に
尋
常
な
手
段
で
は
殺
害
の
目
的
を
遂
げ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人

物
」
だ
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。

一
方
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
は
、
見
解
の
相
違
が
表
出
す
る
箇
所
は

複
数
に
わ
た
る
。
複
数
の
事
件
で
「
完
全
に
情
況
証
拠
の
網
の
中
に
あ
」
っ

た
犯
人
紙
谷
伸
子
に
対
し
て
、
支
倉
、
熊
城
ら
は
早
期
か
ら
疑
い
の
ま
な
ざ

し
を
注
い
で
い
る
が
、法
水
は
そ
の
見
解
を
否
定
し
続
け
て
い
る
。ク
リ
ヴ
ォ

フ
狙
撃
後
の
訊
問
で
は
、
伸
子
は
熊
城
の
手
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
逮
捕
さ
れ

そ
う
に
な
る
の
だ
が
、
法
水
は
こ
れ
を
阻
止
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
再
び
ク

リ
ヴ
ォ
フ
が
襲
撃
さ
れ
殺
害
さ
れ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
彼
女
へ
の
疑

惑
は
益
々
濃
く
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
法
水
は
「
あ
ん
な

チ
ゴ
イ
ネ
ル
・
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

賤
民
の
娘
が
、
ど
う
し
て
、
こ
の
宮
廷
陰
謀
の
立
役
者
な
も
ん
か
」
と

熊
城
ら
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
い
。
結
局
、
法
水
が
真
相
を
述
べ
る
の
は
、

彼
女
が
自
殺
を
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
と
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』

の
両
作
に
お
い
て
、
法
水
は
熊
城
、
支
倉
の
推
理
を
否
定
し
て
い
る
の
だ
が
、

前
者
で
は
法
水
が
正
し
か
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
む
し
ろ
二
人
の
方
が

真
相
を
射
抜
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
〈
探
偵
〉
と
〈
ワ
ト
ス
ン
役
〉
の
対

立
に
お
け
る
〈
探
偵
〉
側
の
主
張
の
正
否
に
加
え
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な

心
理
分
析
後
の
犯
人
指
摘
の
〈
保
留
／
決
定
〉
と
そ
の
結
果
の
〈
正
解
／
不

正
解
〉
の
問
題
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
法
水
の
〈
推
理
〉
と
い
う
観
点
に

お
い
て
、
両
作
に
は
明
ら
か
な
対
照
性
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

五
〈
伏
線
〉
と
し
て
の
逸
脱

こ
れ
ま
で
の
章
で
は
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
が
法
水
シ
リ
ー
ズ

に
お
け
る
転
換
点
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
り
、
同
作
は
『
黒
死
館
殺
人
事

件
』
に
お
い
て
繰
り
返
し
参
照
さ
れ
、
な
お
か
つ
両
者
は
〈
推
理
〉
と
い
う

観
点
に
お
い
て
対
照
的
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
き
た
。
本
章
で
は
さ
ら
に

「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
の
結
末
部
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
同
作
の

新
た
な
解
釈
を
提
示
し
た
い
。

「
つ
ま
り
、
こ
の
事
件
の
生
因
に
、
僕
独
自
の
解
釈
を
施
し
た
結
論
な

の
で
し
て
、
犯
人
に
対
す
る
刑
の
執
行
が
、
刑
務
所
よ
り
精
神
病
院
の

方
が
適
は
し
い
と
考
へ
た
か
ら
で
す
。
真
相
が
僕
一
人
だ
け
の
秘
密
だ

と
す
れ
ば
、
当
然
僕
に
裁
く
権
利
が
あ
る
筈
で
す
か
ら
ね
」

法
水
は
事
件
の
真
相
を
姉
妹
以
外
に
は
秘
匿
し
、「
催
眠
剤
」
に
よ
っ
て

眠
ら
せ
た
ジ
ナ
イ
ー
ダ
を
「
癲
狂
院
」
へ
と
送
っ
て
し
ま
う
。こ
の
よ
う
な
、

〈
探
偵
〉
が
犯
人
に
対
し
て
私
的
な
裁
き
を
下
す
と
い
う
趣
向
を
持
っ
た
作

例
は
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ル
の
「
ア
ビ
ー
荘
園
」（
一

九
〇
四
年
）
や
「
悪
魔
の
足
」（
一
九
一
〇
年
）
な
ど
の
事
件
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
は
度
々
犯
人
を
見
逃
し
て
い
る
し
、
そ
れ
と
は
逆
に
、

ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
フ
ァ
イ
ロ
・
ヴ
ァ
ン
ス
な
ど
は
、『
僧
正
殺
人
事
件
』（
一

九
二
九
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
ら
犯
人
を
葬
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
語
学
に
対
す
る
カ
ン
だ
け
が
恵
ま
れ
て
ゐ
た
」
と
い
う
小
栗
は
、
学
生
時

代
に
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
を
読
ん
で
い
る（

２６
）し、「
海
外
探
偵
小
説
十
傑
」（『
新
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青
年
』
新
春
増
刊
号
・
一
九
三
七
年
二
月
五
日
）
と
い
う
企
画
で
は
『
僧
正

殺
人
事
件
』
を
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
〈
探

偵
〉
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
は
当
然
認
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て

〈
名
探
偵
〉
の
成
功
譚
た
る
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
に
、
こ
の
よ

う
な
結
末
が
与
え
ら
れ
た
事
実
は
、
一
見
、
取
り
立
て
て
問
題
に
す
る
よ
う

な
事
柄
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
冒

頭
に
お
い
て
、
事
件
の
「
迷
宮
入
り
」
が
わ
ざ
わ
ざ
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る

以
上
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
一
考
を
要
す
る
。

「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
冒
頭
で
、
法
水
は
「
捜
査
当
局
が
散
々

持
て
余
し
た
末
に
登
場
す
る
の
が
常
」
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

無
論
「
捜
査
当
局
」
で
は
手
に
負
え
な
い
事
件
の
〈
解
決
〉
が
望
ま
れ
て
の

こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
法
水
は
真
相
を
公
表
せ
ず
、
事
件
は
「
迷

宮
入
り
」
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
読
書
行
為
に
よ
っ
て
知
り
得
た
読
者
に

と
っ
て
は
そ
う
で
な
く
と
も
、
秘
匿
さ
れ
た
作
中
人
物
た
る
支
倉
、
熊
城
ら

に
と
っ
て
、
法
水
は
最
早
〈
名
探
偵
〉
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
冒
頭
の
「
迷
宮
入
り
」
と
い
う
記
述
は
、

「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
の
結
末
部
に
お
い
て
、
犯
人
に
私
的
な
裁

き
を
下
す
と
い
う
謂
わ
ば
あ
り
ふ
れ
た
〈
探
偵
〉
の
ふ
る
ま
い
に
よ
り
、
法

水
が
実
は
、〈
名
探
偵
〉
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
す
も
の
と
し
て

機
能
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
は
同
時
に
、
第
四
章
で

指
摘
し
た
対
照
性
が
結
末
に
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
記
述
で
も
あ
る
。

『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
は
誤
謬
に
よ
っ
て
迷
走
を
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に

は
事
件
は
解
決
、
大
団
円
を
迎
え
る
の
に
対
し
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の

寺
院
」
で
は
名
推
理
が
語
ら
れ
る
も
、
解
決
が
公
表
さ
れ
ず
、
事
件
は
「
迷

宮
入
り
」
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
。

こ
の
よ
う
な
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
で
の
〈
種
明
か
し
〉
を
際
立
た
せ
る

の
は
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
に
お
け
る
〈
伏
線
〉
の
存
在
で
あ

る
。推

理
合
戦
の
後
、
法
水
は
一
人
、
鐘
の
音
に
つ
い
て
の
実
験
を
続
け
る
の

だ
が
、「
遂
に
期
待
し
た
一
鳴
り
を
聴
く
事
が
出
来
」
ず
、
夕
方
に
は
寺
院

を
去
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
夜
中
に
、
寺
院
の
鐘
が
「
始
め
に
ゴ

ー
ン
と
大
鐘
が
鳴
り
出
」
す
例
の
鳴
り
方
を
し
、「
聖
堂
の
神
秘
と
恐
怖
が

再
び
夜
空
を
横
切
つ
て
訪
れ
て
来
」
る
。
夜
が
明
け
て
、
イ
リ
ヤ
が
法
水
の

元
を
訪
れ
る
の
だ
が
、
彼
女
に
対
し
て
法
水
は
、
昨
夜
の
鐘
は
自
身
が
鳴
ら

し
た
も
の
で
あ
り
、「
そ
れ
で
、
ラ
ザ
レ
フ
事
件
は
解
決
さ
れ
」
た
の
だ
と

告
げ
る
。
犯
人
は
ジ
ナ
イ
ー
ダ
だ
っ
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
法
水
は
昨
日
の
夕

方
の
去
り
際
、
既
に
彼
女
に
対
し
て
毒
薬
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
が
さ
れ
た
催
眠
剤

を
忍
ば
せ
て
い
た
こ
と
を
も
告
白
す
る
。

以
上
は
推
理
合
戦
以
後
の
流
れ
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

出
来
事
を
物
語
内
の
時
間
軸
に
沿
っ
て
整
理
す
る
と
、
法
水
は
実
験
に
よ
っ

て
実
証
が
得
ら
れ
る
前
に
ジ
ナ
イ
ー
ダ
に
対
し
て
行
動
を
と
っ
て
い
た
と
い

う
事
実
が
判
明
す
る
。
す
る
と
注
目
さ
れ
る
の
は
実
験
の
夜
の
法
水
の
態
度

で
あ
る
。「
法
水
は
何
時
に
な
つ
て
も
、
寝
よ
う
と
は
せ
ず
、
眼
に
耳
に
神

経
を
集
め
て
、
何
物
か
を
見
、
或
は
聴
き
取
ら
ん
と
す
る
か
の
如
く
で
あ
」

り
、
鐘
が
鳴
っ
た
後
、
よ
う
や
く
「
ニ
ツ
と
微
笑
ん
で
、
そ
れ
か
ら
昏
々
と

睡
り
始
め
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
法
水
の
実
験
の
正
否
に
対
す
る
不
安
が
窺
わ
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
し
て
み
る
と
、
ジ
ナ
イ
ー
ダ
へ
の
行
為
は
、
無
論
自
分
の
理
論
に
自

信
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
確
証
は
な
い
状
態
で
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
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あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
端
的
に
法
水
の
探
偵
法
の
危
う

さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
こ
こ
で
示
さ
れ
た
危

う
さ
は
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
に
お
い
て
大
い
な
る
誤
謬
を
引
き
起
こ
し
た

要
因
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

心
理
分
析
に
よ
っ
て
ク
リ
ヴ
ォ
フ
を
犯
人
に
指
摘
し
た
後
、
法
水
は
熊
城

か
ら
「
理
論
は
よ
く
判
つ
た
」
が
、「
各
々
の
犯
罪
現
象
に
、
君
の
闡
明
を

要
求
し
た
い
」
と
言
わ
れ
、「
鐘
鳴
器
室
の
頭
上
に
開
い
て
ゐ
る
十
二
宮
の

円
華
窓
」
に
秘
め
ら
れ
た
暗
号
を
解
読
し
て
み
せ
る
。
得
ら
れ
た
解
答
は

「
大
階
段
の
裏
」
で
あ
り
、
法
水
は
、
そ
こ
に
「
隠
扉
、
坑
道
」
が
あ
る
に

違
い
な
い
と
調
べ
る
前
か
ら
決
め
つ
け
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
の
と
こ

ド
ア

ろ
、
後
ほ
ど
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
「
大
階
段
の
裏
」
に
は
「
隠
し
扉
も
秘

密
階
段
も
揚
蓋
も
な
」
く
、
一
冊
の
本
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、法
水
の
「
歴
史
的
退
軍
」
は
心
理
分
析
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

実
証
を
得
る
の
を
怠
っ
た
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
前
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
〈
心
理
／
物
理
〉
の
〈
前
景
／
後
景
〉

化
が
ま
ず
は
確
認
で
き
る
わ
け
だ
が
、
先
に
述
べ
た
危
う
さ
―
―
そ
の
物
理

的
な
解
明
も
、
検
証
が
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
実
証
を
得
た
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
点
で
、
差
し
当
た
っ
て
の
理
論
で
あ
り
、
端
的
に
言
え
ば
〈
仮
説
〉

の
段
階
に
と
ど
ま
る
も
の
で
し
か
な
い
―
―
の
顕
在
化
も
ま
た
確
認
で
き

る
。「

聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
に
お
い
て
法
水
に
失
敗
は
な
く
、
ま
た

こ
の
危
う
さ
に
関
し
て
も
特
に
は
言
及
が
な
い
の
で
、
同
作
は
正
統
派
な

〈
名
探
偵
〉
の
成
功
譚
と
い
う
体
裁
を
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
確
認

し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
法
水
が
〈
名
探
偵
〉
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
こ

と
が
密
か
に
―
―
だ
が
確
か
に
、
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
示

さ
れ
た
逸
脱
は
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
に
お
け
る
迷
走
へ
と
直
結
す
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
分
析
に
よ
り
、
小
栗
の
キ
ャ
リ
ア
初
期
に
お
け
る
「
後
光
殺
人
事

件
」
か
ら
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
ま
で
の
大
き
な
流
れ
と
、
そ
の
中
で
「
聖

ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
新
た
な
解
釈
を

提
出
し
得
た
。

初
期
の
小
栗
作
品
で
は
、「
完
全
犯
罪
」
に
お
い
て
は
〈
探
偵
の
誤
謬
〉、

「
或
る
検
事
の
遺
書
」
に
お
い
て
は
〈
探
偵＝

犯
人
〉
や
〈
探
偵
の
死
〉
と

い
う
よ
う
に
、
様
々
な
〈
探
偵
〉
の
相
対
化
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、『
黒

死
館
殺
人
事
件
』
ま
で
の
法
水
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
〈
探
偵
の

誤
謬
〉
を
焦
点
化
し
、
複
数
作
に
わ
た
っ
て
法
水
が
〈
名
探
偵
〉
か
ら
〈
迷

探
偵
〉
へ
と
段
階
的
に
移
行
す
る
様
子
を
描
い
た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
以
前

の
小
栗
作
品
に
お
け
る
相
対
化
の
発
展
形
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ（

２７
）う。

そ
の
よ
う
な
壮
大
な
〈
物
語
〉
の
中
、「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」

で
な
さ
れ
た
密
や
か
な
る
逸
脱
へ
の
宣
言
は
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
に
お

い
て
「
歴
史
的
退
軍
」
と
し
て
回
収
さ
れ
る
べ
く
用
意
さ
れ
た
、
大
い
な
る

〈
伏
線
〉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
『
新
青
年
』（
一
九
三
四
年
四
月
〜
一
二
月
）
に
連
載
さ
れ
、
翌
年
五

月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
２
）
松
山
俊
太
郎
「
解
説
」（『
潜
航
艇
「
鷹
の
城
」』
社
会
思
想
社
・
一
九

七
七
年
一
二
月
）
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（
３
）
た
だ
し
松
山
は
、
昭
和
一
〇
年
か
ら
一
一
年
あ
た
り
の
作
品
に
対
し
て

は
、「
お
お
む
ね
「
実
験
的
」
で
か
け
替
え
の
な
い
個
性
を
も
つ
」
と
い

う
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

（
４
）
横
井
司
「
小
栗
虫
太
郎
試
論
―
―
「
完
全
犯
罪
」
を
中
心
に
―
―
」

（『
文
研
論
集
』
一
九
九
一
年
三
月
）

（
５
）
杉
江
松
恋
「
解
説
」（『
失
楽
園
殺
人
事
件
』
扶
桑
社
・
二
〇
〇
〇
年
一

二
月
）

（
６
）
江
戸
川
乱
歩
「
鬼
の
言
葉
」（『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
五
年
一
一
月
）

（
７
）

Stefano
T
ani“T

H
E
D
O
O
M
ED
D
ET
ECT

IV
E”

（
一
九
八
四
年
）

（
引
用
は
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ
・
タ
ー
ニ
／
高
山
宏
訳
『
や
ぶ
れ
さ
る
探
偵
』

東
京
図
書
・
一
九
九
〇
年
七
月
）

（
８
）
注
（
７
）
に
同
じ
。

（
９
）
そ
れ
ぞ
れ
初
出
を
確
認
す
る
と
、「
二
銭
銅
貨
」
の
末
尾
に
は
「
一
一

◦
一
〇
◦
二
」、「
一
枚
の
切
符
」
に
は
「
一
一
、
九
、
二
五
、」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。

（
１０
）
横
井
司
「『
陰
獣
』
論
―
―
江
戸
川
乱
歩
に
お
け
る
〈
推
理
〉」（『
国
文

学
』
一
九
九
一
年
三
月
）。
ま
た
、
大
倉
由
香
は
「
江
戸
川
乱
歩
「
陰
獣
」

論
―
反
転
す
る
《
推
理
》
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
近
代
文
学
注
釈
と
批
評
』

一
九
九
七
年
三
月
）
に
お
い
て
「
陰
獣
」
以
前
の
類
似
の
趣
向
を
持
っ
た

乱
歩
作
品
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。

（
１１
）
「「
紅
殻
駱
駝
の
秘
密
」
を
書
い
た
あ
の
頃
の
思
ひ
出
」（『
紅
殻
駱
駝

の
秘
密
』
春
秋
社
・
一
九
三
六
年
二
月
）

（
１２
）
新
保
博
久
「
解
題
・
解
説
」（
江
戸
川
乱
歩
『
謎
と
魔
法
の
物
語
―
自

作
に
関
す
る
解
説
』
河
出
書
房
・
一
九
九
五
年
六
月
）。
確
か
に
、「「
紅

殻
駱
駝
の
秘
密
」
を
書
い
た
あ
の
頃
の
思
ひ
出
」
に
記
さ
れ
た
、
関
東
大

震
災
の
年
で
あ
る
一
九
二
三
年
周
辺
で
「「
新
趣
味
」（
略
）
或
は
「
新
青

年
」」
に
作
品
を
掲
載
し
た
「
現
存
○
○
○
○
○
氏
」
と
い
う
の
は
江
戸

川
乱
歩
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
ま
た
、
新
保
が
続
け
て
紹
介
す

る
、
小
栗
が
死
の
直
前
に
乱
歩
を
訪
ね
、「
結
局
ぼ
く
は
あ
な
た
に
か
な

わ
な
か
っ
た
で
す
よ
」
と
語
っ
た
と
い
う
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
に
出
て

く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
か
つ
て
抱
い
て
い
た
乱
歩
へ
の
対
抗
意
識
を
告
白

し
た
場
面
に
他
な
ら
な
い
。

（
１３
）
引
用
は
『
白
蟻
』（
ぷ
ろ
ふ
い
る
社
・
一
九
三
五
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
１４
）
小
栗
宣
治
は
「
小
伝
・
小
栗
虫
太
郎
」（『
紅
殻
駱
駝
の
秘
密
』
桃
源
社
・

一
九
七
〇
年
五
月
）
に
お
い
て
、
小
栗
が
「
大
正
十
一
年
九
月
に
「
四
海

堂
印
刷
所
」
を
設
立
し
」
て
か
ら
、「
大
正
十
五
年
に
畳
む
ま
で
の
四
年

間
に
」
上
記
三
作
と
「
源
内
焼
六
術
和
尚
」（『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
六

年
一
月
）
を
書
い
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

（
１５
）
引
用
は
『
完
全
犯
罪
』（
桃
源
社
・
一
九
六
九
年
九
月
）
に
拠
る
。

（
１６
）
厳
密
に
は
脚
本
の
作
者
た
る
犯
人
か
ら
の
嘲
弄
で
あ
っ
て
、〈
探
偵
〉

の
相
対
化
と
は
多
少
趣
が
異
な
る
も
の
の
、「
シ
ヤ
ー
ロ
ツ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
」
の
「
死
刑
」＝

〈
名
探
偵
〉
の
〈
死
〉
と
い
う
の
は
、
小
栗
作
品
に

幾
度
と
な
く
象
徴
的
に
表
れ
る
問
題
で
あ
る
。

（
１７
）
注
（
１３
）
に
同
じ
。

（
１８
）
注
（
１３
）
に
同
じ
。

（
１９
）
引
用
は
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』（
新
潮
社
・
一
九
三
五
年
五
月
）
に
拠

る
。

（
２０
）
こ
と
さ
ら
に
心
理
分
析
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
る
の
は
『
黒
死
館
殺
人

事
件
』
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
今
ま
で
確
認
し
て
来
た
法
水
の
推
理
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
様
の
手
法
は
何
も
こ
の
作
品
特
有
の
も
の
で
は
な

ア

リ

バ

イ

い
。
不
在
証
明
を
偽
造
し
た
も
の
の
心
理
を
推
察
し
た
り
、
発
言
に
対
す

る
反
応
か
ら
相
手
の
心
理
を
推
し
量
る
や
り
方
は
、
無
論
、
心
理
分
析
の

範
疇
に
あ
る
と
言
え
る
。

（
２１
）
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
に
お
け
る
法
水
の
誤
謬
、〈
探
偵
〉
の
相
対
化

の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
諧
謔
と
風
刺
の
館
―
―
小
栗
虫
太
郎
『
黒
死

館
殺
人
事
件
』
論
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
二
〇
一
四
年
一
月
）
を
参
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照
の
こ
と
。

（
２２
）
注
（
２０
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
以
前
か
ら
も
法

水
は
心
理
分
析
の
手
法
を
多
用
し
て
い
る
。従
っ
て
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』

ま
で
の
法
水
シ
リ
ー
ズ
は
同
手
法
の
不
正
確
さ
を
批
判
す
る
物
語
で
も
あ

る
。

（
２３
）
横
井
司
「
語
る
／
語
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
推
理
」（『
現
点
』
八
号
・

一
九
八
八
年
）

（
２４
）
鍵
の
ト
リ
ッ
ク
解
明
の
こ
と
。
法
水
は
、
ジ
ナ
イ
ー
ダ
が
室
内
に
い
な

が
ら
部
屋
の
外
か
ら
施
錠
し
た
と
い
う
不
可
能
状
況
を
、「
糸
で
鍵
を
操

る
術
」
に
よ
っ
て
解
決
し
て
み
せ
て
い
る
。

（
２５
）
探
偵
の
引
き
立
て
役
と
し
て
配
置
さ
れ
る
人
物
の
こ
と
。
コ
ナ
ン
・
ド

イ
ル
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
ワ
ト
ス
ン
博

士
は
そ
の
代
名
詞
的
な
人
物
で
あ
る
。

（
２６
）
注
（
１１
）
に
同
じ
。

（
２７
）
本
稿
に
お
い
て
は
射
程
の
都
合
上
、
一
面
的
に
し
か
言
及
で
き
な
か
っ

た
乱
歩
に
お
け
る
〈
探
偵
〉
相
対
化
と
小
栗
に
お
け
る
そ
れ
と
の
比
較
に

関
し
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

※
「
聖
ア
レ
キ
セ
イ
寺
院
の
惨
劇
」
本
文
の
引
用
は
、『
白
蟻
』（
ぷ
ろ
ふ
い
る

社
・
一
九
三
五
年
五
月
）
に
拠
る
。
他
の
文
献
も
含
め
、
引
用
に
当
た
っ
て

漢
字
は
全
て
新
字
体
に
改
め
、
傍
点
等
は
省
略
し
、
ル
ビ
は
必
要
と
思
わ
れ

る
も
の
の
み
振
っ
た
。（

ま
つ
だ
し
ょ
う
へ
い

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
）
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